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２．日常調査業務処理 メニュー
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２．１ 調査対象データ抽出

これから調査を行う消費者データを、調査員ごとに抽出し、ハンディへの送信データとして
保管します。新しく抽出した消費者データは、現在、ハンディで稼働中のデータに追加されます。

(1) 画面

(2) 操作手順

抽出条件設定を設定します。
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以下のいずれかの指定を行って［抽出］をクリックします。

①郵便地区コード検索
郵便地区コードで範囲を検索します。

単一の郵便地区コードだけを、複数箇所指定することも可能です。

②販売店
販売店名を表示して選択します。

③消費者番号検索
消費者コードを直接指定して抽出します。

①郵便地区コード検索画面
［茨城県］［ひたちなか市］［町名に「中」］が付くものを検索

選択した後、［抽出］をクリックし、「終了」表示がされたら、抽出は完了です。

抽出した内容は、［抽出表示］で確認することができます。
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担当者（１００２）の調査用ハンディには、上記の消費者データがコピーされます。

状態に「未完」とあるものは、何らかのデータ入力が行われているが、まだ調査は終了してい

ないことを示しています。
「不在」とあるものは、訪問したが、不在で調査ができなかったことを示しています。
「予約」があれば、予約欄に訪問予定日・時刻が表示されます。

不要なデータは削除することができます。

「削除」をチェックし、［指定レコード削除］を押すと指定の消費者を削除します。
［すべて削除］もできます。
削除してもこのリストから削除されるだけであり、消費者データが実際に消えるわけでは
ありません。

また、ハンディ内に取り込まれているデータが、「予約」、「継続」、「未完了」に状態
であると、ハンディから「保存」操作を行うと復活します。
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２．２ 調査対象データ移動

抽出済み調査対象データを別の調査員に移動します。
移動元、移動先双方の調査員のハンディで「保存」が終わってから実行してください。

(1) 画面

(2) 操作手順

① 移動元、移動先の調査員を入力します。

② ［データ読込］ボタンをクリックします。
双方のデータ件数、移動不可件数を表示します。

移動不可とは同じ消費者コードが存在し、「状態」が不在、未終了などの場合です。

同じコードでも移動先の消費者がハンディで変更入力されていない場合は移動元の消費者が
上書きされます。

［移動不可消費者］ボタンをクリックすると次の画面が表示され、対処できます。
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この例は双方にハンディで新規登録した異なる消費者が同じコードで存在しています。

新コードを入力すれば、移動先に新コードでコピーすることができます。

（実際のコピーは、［住所選択］［消費者選択］ボタンをクリックして移動を実行したとき
に行われます。）

これは同じ消費者が同じコードで存在しています。
下の２件は移動先の消費者を消して移動元のデータを生かします。
移動先の削除チェックボックスをチェックし、［削除実行］ボタンをクリックします。

（ 削除実行すると不可でなくなるのでこの画面から消えます。）

③ ［住所選択］または［消費者選択］ボタンで指定の画面を開き、指定のデータを移動します。



2 - 7

「住所選択」での移動

指定の住所に該当する消費者データがすべて移動します。

「はい」をクリックします。
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２．３ 調査データ修正／新規入力

調査済みのデータの修正、調査番号の追加、新規の調査入力が行えます。

(1) 画面
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(2) 操作手順

①担当者を選択します。以前に選択されていれば、それが表示されます。

②既存の調査データを修正する。

消費者コードを入力すると、最新の調査番号が表示されます。

をクリックするとデータの修正が行えます。

③既存の調査データは、そのままで、新しい調査データを追加する。

消費者コードを入力すると、最新の調査番号が表示されます。

をクリックすると、追加調査番号として、現在の調査番号に＋１
した番号が追加されて、新しい調査データが入力できます。

④新規に調査データを入力する。

入力した消費者コードに該当する調査データがないときは、新規に調査データを入力します。

をクリックすると、新規にデータの作成が行えます。

⑤既存のデータがあるときは、［調査票印刷］を押すと、「調査票」の印刷が行えます。

⑥入力画面は６画面あります。
必要箇所にデータの入力を行って下さい。

最後に、［確認］で、「更新」するとデータが書き換わります。



2 - 10

２．４ 未調査・調査期限一覧表

前回調査日からの経過を見て、指定の調査日の範囲内で最新の調査が行われていなければ
ならない消費者を一覧します。

(1) 画面

(2) 操作方法

①郵便地区コードで、地区の範囲を行います。
省略すると全部を対象にします。

②販売店指定は任意です。

③調査期限日の指定は、必須です。
この範囲に、調査を行っていなければならない消費者を印刷します。
調査日ゼロを含めると一度も調査していない消費者も印刷します。
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(3) 印字サンプル



2 - 12

２．５ 訪問３回以上消費者一覧表

訪問したが、調査できなかった消費者の一覧を、訪問回数を指定して作成します。

(1) 画面

(2) 操作方法

①調査員の所属支所を、１，２で指定します。
調査員コードの範囲を指定します。省略可能です。

②販売店の所属支所を、１，２で指定します。
販売店コードの範囲を指定します。省略可能です。

③ハンディデータとして抽出した日付を指定します。省略可能です。

④ブロックコードの範囲を指定します。省略可能です。

⑤訪問回数を、１から５で指定します。例えば、３回から３回とすれば、３回訪問した消費者
だけをリストします。

⑥印刷済み、印刷順、印刷方法を任意に指定します。
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(3) 印字サンプル
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２．６ 調査員別調査済み一覧表

指定の調査員が、指定の日付範囲にどれだけの調査を行ったかの明細（消費者ごと）を
一覧します。

(1) 画面

(2) 操作方法

①調査員の範囲を指定します。省略すると全調査員が対象になります。

②調査日を指定します。省略はできません。

③調査区分を選択します。省略すると、調査区分に関係なく調査済み一覧します。

④販売店範囲を指定します。省略できます。
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(3) 印字サンプル
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２．７ 販売店別調査済み一覧表

指定の販売店で、指定の日付範囲にどれだけの調査を行ったかの明細（消費者ごと）を
一覧します。

(1) 画面

(2) 操作方法

①支所番号、販売店範囲、調査日範囲を指定します。省略はできません。

②調査区分を選択します。省略すると、調査区分に関係なく調査済み一覧します。

③調査員を指定します。省略できます。
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(3) 印字サンプル
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２．８ 調査員別交換部品一覧表

指定の調査員が、指定の日付範囲にどれだけの部品交換を行ったかの明細（消費者ごと）を
一覧します。

(1) 画面

(2) 操作方法

①調査員の範囲を指定します。省略すると全調査員が対象になります。

②調査日を指定します。省略はできません。
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(3) 印字サンプル
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２．９ 販売店別交換部品一覧表

指定の販売店で、指定の日付範囲にどれだけの部品交換を行ったかの明細（消費者ごと）を
一覧します。

(1) 画面

(2) 操作方法

①支所番号、販売店範囲、調査日範囲を指定します。省略はできません。
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(3) 印字サンプル


